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プルーストとヴェルサイユ庭園＊）

津　森　圭　一

　ヴェルサイユは『失われた時を求めて』で主要な舞台とはならない。作中で
何度か言及される宮殿と庭園は，一見すると副次的な挿話を形成するに過ぎな
い。しかし王政が廃された後も西欧の上流社交会にとって特権的な場所であり
続けたこの場所に作家が言及するとき，何か意図があるのではないか。本稿で
は，プルーストの作品・書簡だけでなく，プルーストの同時代人たちの証言， 
さらには当該テーマに関わる先行研究を参照しながらこの点を探ってゆく。
　青年期以降のプルーストにとって，ヴェルサイユ界隈は友人との交流や社交
の舞台のひとつであった。こうした交友関係の中心にいたロベール・ド・モン
テスキウ伯爵は，1894 年 1 月から 97 年 6 月に至る約 3 年半の間，ヴェルサイ
ユのパリ大通りに所有する館を「モンテスキウの館」 1）と名付けて社交の場に
した。プルーストは 92 年 2 月にパリのマドレーヌ・ルメールのサロンでモンテ
スキウ伯爵に出会い，同年 12 月と翌年 1 月には伯爵のヴェルサイユの館に招待
されている。この年の 5 月 30 日には，伯爵がこの館でみずから主催する音楽祭
に招かれ，その様子を翌日付の『ゴーロワ』紙で報告している 2）。1895 年には，
友人の作曲家レイナルド・アーンとともにヴェルサイユにモンテスキウ伯爵を
数回訪ねている。さらに翌年の 6 月半ばに伯爵に宛てた書簡には次のような記
述がある──「私はヴェルサイユからとても遅くなって帰りました（春の印象
を探しにそこに行ったのですが，そこから枯草熱の苦しい発作を持ち帰りまし
た）」 3）。プルーストは発作に対する懸念なくして春のヴェルサイユを訪れるこ
とができなかったことが窺い知れる。
　1898 年 8 月 29 日のモンテスキウ宛書簡では「過去が 2 世紀にわたると同時
に 3 年間でもある二重のヴェルサイユ」 4）と記している。プルーストにとって
ヴェルサイユは，フランスの過去の君主制にまつわる集団的な記憶と，伯爵が
この地に居住した 3 年間の交友の記憶とが絡まり合う場であった。ところで， 
作家の関心はヴェルサイユの街や宮殿よりもむしろ庭園に向かう。庭園こそ， 
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世紀末の作家や詩人たちにとって親密で個人的な空間でありえたからだ 5）。ま
た庭園の水盤や彫刻は懐旧の情を呼び起こし，詩的なイメージを提供する。そ
こで本稿では，プルーストがヴェルサイユ庭園に対していかなる印象を抱いて
いたかを検証すべく，まずは青年期のテクストにおけるヴェルサイユ庭園の描
かれ方を確認する。それに続き，作家とこの庭園と関わりを確認したうえで， 

『失われた時を求めて』に庭園のイメージがいかに取り込まれているかを考察し
ていきたい。

初期作品におけるヴェルサイユ庭園

　まず，『楽しみと日々』（1896 年）所収の散文詩的小品「ヴェルサイユ」に目
を向けよう。冒頭ではテュイルリー庭園が描写の対象となる 6）。夕刻の薄暗い
色調が支配する風景のなかで，「秋の花々」だけが際立ち，官能を刺激する。と
きおり照る太陽のもと，この庭園のテラスから望まれる秋の灰色がかった景観
からヴェルサイユ庭園が想起される──

私はここであれほど多くの人々の後で，錆びつき，穏やかで，偉大なるヴェルサイユ
の名を口にしたいとは思わない。葉群と広大な泉水と大理石から成る王政以来の墓地，
本当の意味で貴族的で退廃的な場，そこではあれほど多くの労働者が，かつての時代
の喜びよりもむしろ私たちの時代の憂いを洗練させ，広めることにしか役立たなかっ
たことに対する悔恨が，私たちを動揺させることさえない。 7）

この一節に 19 世紀末のヴェルサイユ庭園を表現する「王政」「貴族」「退廃」「憂
い」などの語彙が集約されている。リュック・フレスは，世紀末世代がヴェル
サイユをめぐり好んで夢想をしたことに着目し，プルーストとモンテスキウが
この土地を形容するのに用いた共通の語彙を洗い出している。たとえば，引用
文中の「錆びついた（rouillé）」という表現は，『赤い真珠』（1899）の 4 番目の
詩「王の画家」（第 12 詩行「大理石には煤がかかり，木々は錆びつく」），11 番
目の無題の詩（最終詩行「錆は，アモル像の脇腹に，心臓を描き出す」），20 番
目の無題の詩（第 5 詩行「影と老いが，〔オリンポスの神々の像に〕かさぶたの
ような錆を付ける」）で用いられていると指摘するのである 8）。
　「あれほど多くの人々」の語には原注が付され，ヴェルサイユを描いたモーリ
ス・バレス，アンリ・ド・レニエ，ロベール・ド・モンテスキウ＝フザンサッ
クの名が列挙されている 9）。モンテスキウがヴェルサイユについての 93 篇の 14
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行詩を収めた『赤い真珠』は，『楽しみと日々』から 3 年後，1899 年の刊行だ
が，プルーストはマドレーヌ・ルメールのサロンでこの詩篇中の詩を事前に耳
にする機会があったという 10）。バレスは 1893 年 11 月 3 日，『ジュルナル』紙
の記事「ヴェルサイユ覚書き」（翌年刊の『血，悦楽，死について』に「崩壊に
ついて」のタイトルで再録）でヴェルサイユについて語っている──「トリア
ノンの落ち葉は，落ち葉までかろうじてたどり着いた 10 月の力尽きた太陽の下
で，クロロフォルムの匂いがしたものだ。というのもそれこそ秋の午前中に発
散される匂いであり，そこで自然は麻酔を掛けられ，眠り込み，死に瀕してい
るからである」 11）。こうした死を思わせるヴェルサイユ庭園の風景のなかに身
を置いたときの陶酔感を，プルーストは次のように表現する──

かくも多くの人びとの後に，あなたの名を発したくはない。しかしながら，あなたの
薔薇色の大理石の噴水盤の紅色の杯のところまで，秋の至高の日々の陶酔をもたらす
苦い甘さを，その澱にいたるまで，そして錯乱に至るほど，何度飲み干しに行ったこ
とか。 12）

19 世紀末の詩文において，ヴェルサイユ庭園は滅びゆくものの憂愁を醸成させ
る点で重要なモチーフであった。同時代のデカダン精神と連動し，ルイ 16 世の
治世がそうであったように，ひとつの時代の終焉するイメージが流布された 13）。
また，庭園が打ち捨てられ消耗し切った場と描写される点で，ゾラの『ムーレ
神父の過ち』の豊穣な「パラドゥの庭」とは対極的な位置づけをする論者もい
る 14）。宮殿や大運河のような 17 世紀古典主義や絶対王政の偉大さよりも，庭
園のボスケの小規模な水盤などの傍らで詩人や画家が個人的な印象を吐露し描
写する傾向を，ヴァレリー・バジューはヴェルサイユの「小市民化（embour-
geoisement）」と形容するが 15），本テクストにもその傾向が認められるのでは
ないか。
　この小品の後半部になると，語り手はトリアノンを散策する──

水面では，風が震える薔薇の花びらに皺をつけていた。すっかりと落葉したトリアノ
ンでは，白いジェラニウムの小さな橋の繊細なアーチだけが，凍りついた水面の上で， 
風でわずかに傾いだ花々を持ち上げていた。たしかに，ノルマンディーの窪んだ道で
沖からの風と塩の香を吸い込んで以来，満開のシャクナゲの枝越しに海が輝くのを見
て以来，私は，水面に隣り合っていることで，植物の優美さに何が付け加わるのか， 
知り尽くしている。 16）
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語り手はここで，「王妃の村里」の近隣の池の水
み な も

面の情景からノルマンディー海
岸を連想する。人工的なヴェルサイユの泉水に身を乗り出すかのように茎を伸
ばすジェラニウムが，ノルマンディーの海景を背景に咲くシャクナゲへと結び
つく。唐突な連想だが，ともに水面を背景にした植物のイメージである。さら
に，このトリアノンの「王妃の村里」付近の「水面」は，散文詩冒頭に銘句と
して掲げられた，ゲ・ド・バルザックの 1622 年 9 月 4 日付ラ・モット＝エグロ
ン宛書簡で語られる「運河」と響き合う。実際には銘句から省略された箇所を
復元し，完全な文で引用しよう──

かつて川面全体を覆っていた白鳥たちが今やこの安全な場所に退避し，生活している
のは，近づくや否やいかにおしゃべりな者であっても夢想させる運河。そこでは，楽
しかろうと，悲しかろうと，私は常に幸せである。 17）

ここでは，水面との隣接というモチーフを介してテュイルリー庭園の風景， 
ヴェルサイユとトリアノンの庭園の風景，ノルマンディーの風景，さらにはゲ・
ド・バルザックの書簡における夢想を促す閑静な運河，と複数の水面の風景が
層をなして現れる。ヴェルサイユ庭園の景観は，偉大な世紀に対する集団的な
記憶よりもむしろ，世紀末の青年が抱く個別の夢想を引き出す場となっている。
　1899 年の 8 月から 10 月にかけて，エヴィアン滞在中に執筆されたと推定さ
れる「〔ヴェルサイユ巡礼〕」は，同年 6 月刊行の詩集『赤い真珠』の書評とし
て『プレス』紙のために執筆されたと推測される 18）。アルベール・フラマンが
先にこの詩集の書評を同紙に発表したため，プルーストの原稿は生前には発表
にいたらなかった 19）。このテクストで，作家は『赤い真珠』の数々の詩を自在
に引用しながら庭園を描写してゆく。次の一節は，ヴェルサイユ庭園の通称マ
ルムーゼ散歩道を描写した冒頭部──

私は最近ヴェルサイユに行った。「22 体の子供の像が完璧な列をなす」マルムーゼの
散歩道からほど近くに「大いに愛した罪を無実のものとする口づけを雨と降らせる」， 

「唇の花束にも相当するセイヨウキョウチクトウ」が満開であるのを私は見た。 20）

マルムーゼの散歩道をあとにした語り手は宮殿内を巡り，再び庭園に戻ってか
ら 45 番目の無題の詩の第 1 詩行を引用する──

しかし間もなく私は，〔宮殿内のアパルトマン〕をあとにして，「ル・ノートルによっ
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て設計されたあの緑のアパルトマン」へと向かい，バンスラッドの寓話に由来する彫
像たちの間をかつてボシュエが独りで散策したボスケを散歩した。「偉大な司祭にとっ
て心地よく，彫像に囲まれながらも味わえる孤独」であったが，今日の偉大な司祭は
これらの彫像をもはや見出すことはできない。 21）

「緑のアパルトマン」という表現は，樹木に囲まれた空き地であるボスケを屋内
空間に見立てて形容したものである。モンテスキウは「ル・ノートルによって
設計されたこの「緑のアパルトマン」は / バティルが飛び跳ね，ボシュエが夢
想するのを見た」と詠

うた

っており 22），ボシュエの名もこの詩篇を踏まえている。
詩人イザーク・ド・バンスラッド（1613-1691）の名は，ヴェルサイユ庭園の一
画にあった「迷宮」を喚起する。この「迷宮」の諸所に，イソップ寓話をモチー
フとした動物などの彫像が置かれていた。それらは，シャルル・ル・ブラン

（1619-1690）によって設計されたもので，ジラルドンやテュビー等，様々な彫
刻家が制作に携り，ル・ノートル設計の噴水や，バンスラッド作のイソップ寓
話にまつわる 4 行詩の銘板があった。「迷宮」で読むことのできた詩は 39 篇を
数え，詩に対応する彫像を含めて 1674 年までに完成したが 23），翌年には破壊
され，敷地は植林された 24）。引用にある通り，この「迷宮」は復元されること
はなく今に至る。
　このように，モンテスキウを介したヴェルサイユ庭園への関心は 17 世紀の文
芸に結びつく。『楽しみと日々』所収の「ヴェルサイユ」とは異なり，『赤い真
珠』の書評として執筆されたこのテクストでは，モンテスキウの詩が，今はも
はや永遠に失われたものを詠いながら，王政期の集団的な記憶を喚起し，古典
主義の偉大さを再現し得ていることに焦点が当てられる。
　以上，プルーストの初期作品におけるヴェルサイユは，個人的な夢想，集団
的な記憶の双方に結び付くものであった。次節では，プルースト自身がいかに
ヴェルサイユ庭園と関わりを持ったかを確認したい。

プルーストのヴェルサイユ滞在

　プルーストは，1906 年 5 月 5 日の『芸術骨董時評』に『ヴェネツィアの石』
のマティルド・クレミュー（1831-1912）によるフランス語抄訳版（1906 年）の
書評を発表している。この書評ではヴェネツィアとヴェルサイユとが次のよう
に比較される──
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ヴェネツィアは，ヴェルサイユとは違って軽蔑の対象から立ち直る必要はなかったの
だ（ミュッセの「退屈なヴェルサイユ」はバレス，モンテスキウ，アンリ・ド・レニ
エ，エルー，ノラック，ロブル，ボルディーニによって詩人や賢者たちに好まれる滞
在地となった）。 25）

1849 年 2 月，アルフレッド・ド・ミュッセは「薔薇色の大理石の 3 段の階段」
と題された詩で，「退屈なヴェルサイユの庭園」という表現を用いている。そこ
にはヴェルサイユの偉大な過去が，実証主義的な同時代社会にはもはや理解さ
れないことへの皮肉が込められているという 26）。しかし 1907 年当時，プルー
ストはヴェルサイユが軽蔑の対象となる状況は解消したと考える。ではどのよ
うにしてヴェルサイユの名誉は回復されたのか。上の引用でその名が記された
ピエール・ド・ノラック（1859-1936）がこの点で功績のあった人物として知ら
れる 27）。ノラックは，1892 年から 1917 年までヴェルサイユ宮殿の学芸員であっ
た 28）。イタリアおよびフランスルネサンス期の人文主義の専門家としても知ら
れ，ペトラルカにかんする博士論文，ロンサール，デュ・ベレーを論じた著書
があり，詩人として高踏派の影響を受けた詩集も残している 29）。彼は 1886 年
11 月，当時学芸員であった画家シャルル・ゴスラン（1833-1892）のもとで学
芸員実習生となる。1892 年秋のゴスランの死去にともない学芸員に昇進し，1919 
年にアンドレ・ペラテ（1862-1947）にその地位を譲るまでの期間，ヴェルサイ
ユ美術館長として宮殿および庭園の管理に従事した。プルーストは，先述の
1894 年 5 月のモンテスキウ宅での音楽祭で，同じく参席していたノラックに出
会ったものとフレスは推測している 30）。ノラックの父が死去した際にプルース
トが送った 1908 年 11 月の悔やみ状と，ノラックのアカデミー・フランセーズ
会員選出を祝う 1922 年 6 月の書簡が残っていることから，ふたりの間には一定
の交流があったとされる 31）。
　では，ノラックがヴェルサイユ宮殿と庭園を整備するうえでの方針はどのよ
うなものだったのか。ルイ＝フィリップ王が宮殿を歴史美物館として公開した
1837 年からほぼ半世紀後にヴェルサイユに赴任したノラックは，晩年の回想録
で，ルイ＝フィリップ王の設立した美物館の展示方法を徹底的に改変する方針
をとった当時を振り返り，自らが「革命の組織者」であったと語る 32）。つまり，
学術的な正確さよりもフランスの栄光ある過去を称揚することを優先するル
イ＝フィリップ王の展示方針を廃し，客観的な調査に基づいた展示方法を採用， 
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ルイ 14 世時代を頂点とする王政期の宮殿の復元を目指した。その過程で屋根裏
の保管倉庫から 18 世紀の絵画を発掘し，ジャン＝マルク・ナティエ（1685-
1766）らの再評価に貢献している 33）。
　庭園の整備は同僚の建築家マルセル・ランベール（1847-1928）に任されてい
た。ランベールは，1888 年以降，ヴェルサイユの宮殿および庭園の建築部門の
長として庭園各所の修復を担当したが，ノラックは宮殿建築および庭園の水盤
や彫像の修復におけるランベールの時に慎重さを欠く急進的方針には批判的で
あった 34）。一例として，ジャン＝バティスト・テュビー（1635-1700）の作に
なるフローラ泉水の彫刻の修復が挙げられる。ジャーナリストのエミール・オ
ヴラック（1865-1936）は『芸術骨董時評』誌 1897 年 12 月 11 日号で，傷んだ
鉛彫刻を切り取り，新しく鉛で制作した部位を接合するランベールの大胆な修
復方法を批判する記事を発表している 35）。実際，モンテスキウ，バレス，アン
ドレ・アレーなどが，ヴェルサイユ宮殿と庭園が修復によって逆に破壊される
ことを危惧していた。バレスは，1897 年 10 月 9 日の『ジュルナル』紙に発表
した記事「ヴェネツィアの死について」で，当時進行しつつあったヴェルサイ
ユ庭園の修復を批判する──「芸術作品は，芸術家の腕から生まれ出てきたそ
のままに，その新しさや輝かしく咲いた花によって賞賛すべきである。それ以
後，何者も作品に触れてはならない。偉大な協力者が介入するが，それは大気
である。大気は作品を自然と調和させる。〔…〕ヴェルサイユでは，芸術の素材
は適度の古色を獲得し，木々や雲の色調に順応する」 36）。この一節は『芸術骨
董時評』誌同年 12 月 25 日号のオヴラックの記事で引用される。一方で，モン
テスキウは 1907 年 12 月の『ジル・ブラス』紙の記事「死にゆく石」で，オヴ
ラックの一連の記事は，庭園の植物、水盤の縁石の石材，彫刻の素材の鉛が全
体として醸し出す「詩」に対しての「恩恵」であると評している 37）。
　プルーストは，これらのヴェルサイユ庭園の修復をめぐる議論に通じていた
だろうか。後に『芸術骨董時評』誌にラスキン関連の記事を数回寄稿すること
になる彼がオヴラックの記事を読んでいたかについて確証はない。だが周知の
ように，プルーストは歴史建造物の修復の問題に無関心ではなかった。ラスキ
ンの著作に導かれて中世建築に興味を抱き，1900 年以降，『ガゼット・ボザー
ル』や『メルキュール・ド・フランス』誌にラスキン論を発表し始める。ラス
キンは歴史的な建造物の修復を「建物が被りうるもっとも完全な破壊」（『建築
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の七燈』）と見做し，傷んだ建築物はありのままに保存すべきだと考えていた。
中世の教会建築にとりわけ強い関心を持ち，1908 年頃までは各地の聖堂を訪問
することもあったプルーストが，ヴェルサイユの建築や庭園の修復についてど
のような思いを抱いていたかは判然としない。ノラック自身，フィレンツェや
シエナ，ルネサンス期ローマの芸術作品への愛好に比して，ボローニャ派やベ
ルニーニの作品に対する評価，ひいてはフランス芸術に対する評価が同時代に
おいては不当に低いことを次のように記している──「私たちは，ラスキンに
よって置かれた障害をどうすれば乗り越えることができただろうか」 38）。ノラッ
クは中世建築の保全や修復に対するような強い関心が，ヴェルサイユ宮殿には
十分に差し向けられないことを嘆いているのである。それほど同時代人の芸術
作品の評価がラスキンの根強い影響下にあったことが窺われる。
　1906 年 5 月末に，プルーストによるラスキン『ごまと百合』仏訳版が刊行さ
れる。その後，8 月 6 日から年末まで 4 カ月以上もの間，プルーストはレゼル
ヴォワール・ホテルの別館で生活している 39）。パリの住居がクールセル通りか
らオスマン通りへの転居が完了するまでの仮住まいであったが，ヴェルサイユ
在住の病身の伯父ジョルジュ・ヴェイユに寄り添うという目的もあった 40）。建
物は，ポンパドゥール夫人がルイ 15 世から与えられた土地に 1752 年に建設さ
せたもので，1794 年以来，ホテル兼レストランとして使われていた 41）。この時
期プルーストと親密な交友を持ったヴェルサイユ在住の文人ルネ・ペテル

（1872-1947）は，プルーストとの交友の舞台であったホテルが「古色」を帯び
た場であったと証言している 42）。ホテルは宮殿に接続しており，地上階には
ヴェルサイユ庭園の「砂利の小道」と「芝生」に通ずる出入口があった 43）。し
かしプルーストは部屋に閉じこもるばかりで庭園を訪れる機会はなかったと書
簡で語る 44）。夏の昼間にはこの庭園を巡ることがあったようだが 45），12 月上旬
には，ジョルジュ・ゴワイヨーに宛てた手紙で，「かつて巡礼に来るようにと遠
くから誘ってくれた葉群を，黄金色に，それから紅色に染める秋」 46）を眼には
しなかったと，庭園で季節を感じる機会がなかった旨を記す。カイヤヴェ夫人
宛書簡ではこう書いている──

私は床を離れませんでした。ただの一度も
0 0 0 0 0 0

宮殿にも，トリアノンにも，どこにも行き
ませんでした。すっかり夜になってから目を開け，私が生活しているこの密閉され，電 
気で照らされたこの場所は，ヴェルサイユとは別の場所ではないかと自問したもので
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す。この土地で私は泉水の上で渦を巻く枯葉を一枚たりとも目にしませんでした。 47）

カチュス夫人にもヴェルサイユでは夜になってからしか目覚めず，「季節や時間
の魅力は何も知りません」と述べている 48）。この年の秋，作家はヴェルサイユ
を見なかったという証言を幾度も行いながらも，庭園に対する意識はますます
鋭敏化していくのである。
　1908 年の 9 月 27 日頃から 11 月初めまで，作家はヴェルサイユで再度同じホ
テルに滞在する。この時期に書き込まれた手帖「カルネ 1 」には，次のように
ヴェルサイユについての断片的なメモが見られる──

葉のない赤茶けた樹木に射す陽光が，時に家々にいくらかの色彩が認められると（ヴェ
ルサイユ）歓喜をもたらすような一日，停車場で馬車に乗り，宮殿へと向かう。ある
いは石のうえで歩を進めるごとに幸福感を覚えながら，徒歩で。地方貴族のサロン（レ
ゼルヴォワール・ホテルの 2 ，3 のサロン）。活気を与えてくれる，庭園や自然からの
寒気の入り混じる宮殿の冷たい空気。おそらく昔の館の日射しのあたるガラス窓をふ
さぐ緑のペルカル織の切れ端。私がこうした印象を獲得できるように。宮殿の窓から
見る霧のなかの野原の風景。 49）

ヴェルサイユ庭園の眺望が，小説の根幹的な美学をなす，何気ない感覚が幸福
な印象をもたらす現象に結びつくことを示す記述である。「葉のない赤茶けた樹
木に射す陽光」「冷たい空気」「緑のペルカル織の切れ端」「野原の風景」などの
感覚の効果を分析しようという意図が認められよう。リュック・フレスは，『失
われた時を求めて』執筆開始前夜にあたるヴェルサイユ滞在中，病のために庭
園を訪問することができない状況が続いたことで，ヴェルサイユの地が「到達
不可能な外の世界」を表象するようになったと指摘している 50）。ヴェルサイユ
滞在は，実際に訪れることのできない土地が織りなす夢想が醸成される重要な
経験だったのである。プルーストがレゼルヴォワール・ホテルからパリに帰着
した 1908 年 11 月は，ジャン＝イヴ・タディエが指摘するように，『反サント＝
ブーヴ論』執筆開始という点で極めて決定的な日付である 51）。では，かかる経
験を経た作家にとって，ヴェルサイユ庭園はどう変貌していくのか，次節で検
証していこう。

『失われた時を求めて』におけるヴェルサイユ庭園

　『失われた時を求めて』においてヴェルサイユ庭園はいかなる役割を果たして
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いるのか。『スワン家のほうへ』結末部で，語り手はブーローニュの森を歩きな
がら，時代の移り変わりについて省察する──「このブーローニュの森を，人
工の場所に，動物学的あるいは神話学的な意味での庭園にしている複雑さを， 
私は今年の 11 月初旬の朝にトリアノンに行くために森を横切ったときに再発見
した〔…〕」 52）。「閉じられた寝室」にいながらにして，「枯葉」のイメージが「思
考」と「〔自身が〕執着するいかなる対象との間においても」介在し，「黄色く
色づいた葉」を見たいという願望を抑え切れなくなったという 53）。しかし語り
手がこの後トリアノンに到着するという記述はない。なお，タイプ原稿段階で， 
当該箇所は「ヴェルサイユ」に取り消し線が付され，「トリアノン」に修正され
ている 54）。「ヴェルサイユ」と記述すると一般には宮殿および宮殿に面した広
大なフランス式庭園を想起させるが，「トリアノン」とあえて修正することで， 
ヴェルサイユの一画の英国式庭園の区画に焦点が絞られる。つまり，英国式の
森林公園として設計されたブーローニュの森と同様の景観を呈するトリアノン
を目指すという設定が重要なのであろう。『スワン家のほうへ』の結末のブー
ローニュの散歩の場面の直前では，語り手がフランソワーズを伴ってブーロー
ニュの森まで散策に行く。森の風景は，アメリカカシなどから成る多様な植物
相によって特徴づけられる 55）。この一節にかんし，ピラ・ワイズは，同じく異
国原産の樹木が植えられたプチ・トリアノンの庭園が喚起されると述べてい
る 56）。プルーストにおいて，ブーローニュの森のイメージの深部には，トリア
ノンの木々が色づく風景が潜在していると考えられよう。
　ブーローニュの森とヴェルサイユの間にイメージの連鎖が認められるのは第
1 篇の結末部のみではない。第 3 篇『ゲルマントのほう』第 2 部で，語り手は，
ブーローニュの森でステルマリア夫人と逢引の約束をする。実際には土壇場で
取り消されることになる逢引の予定日前日に，彼はアルベルチーヌとこの森を
散歩する。その場面にもヴェルサイユへの言及がある。語り手は，「夏前のシー
ズン最後の舞踏会である娘への恋に落ちた者」の喩え話をする。この人物は， 
娘に会える可能性を算段しつつ水辺を歩く。彼の視線は「よく整備された庭園
から一挙にムードンやモン・ヴァレリアンの自然の高台」へと巡ってゆく。さ
らにパノラマ館で，蝋人形等が置かれる前景部から湾曲した画布への境界線が
巧みに視界から隠されるように，手前の人工の庭園と彼方の自然との境界線は
曖昧に感じられると記される。この人物の精神も，娘と出会える期待と，出会
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えない際に感じるに違いない失望との間をさまよう。こうした揺れ動き定まら
ぬ精神状況を，語り手はヴェルサイユの風景に託して説明する──

夏の最後の祝宴と冬の流謫の間で，人はこの不確かな出会いと恋愛の憂愁の小説じみ
た王国を不安な気持ちで駆け巡るのである。そして，この王国が地理学的な世界の外
部に位置していることに不意を打たれることはない。ヴェルサイユで，ヴァン・デル・
ムーレンの様式で，雲が自然の外部にまで上昇した後で青空から浮き出して積み重な
るのが周囲に見られる，観測所のようなテラスの高みにいて，大運河の先端で自然が
再び始まるところで海のように輝く地平線上に識別することができない村々の名がフ
ルーリュスやナイメーヘンであることを知ったときに，不意を打たれることはないの
と同様である。 57）

「夏前のシーズン最後の舞踏会である娘への恋に落ちた者」は，ステルマリア夫
人との逢引を翌日に控えて恋心を募らせる語り手自身の心境を代弁する。この
男と同様，語り手にも今散歩をしているブーローニュの森が「小説じみた王国」
であると感じられる。反対に，遠くに見えるムードンやモン・ヴァレリアンの
丘は現実の地理的空間と認識される。人工の森と，森の外の自然との境界線は
はっきりせず，自身がすっかり非現実的な世界にいると感じられる。ブリュッ
セル出身の画家アダム・ヴァン・デル・ムーレン（1632-1690）は，コルベール
の命により従軍画家として雇われ，ルイ 14 世の率いるフランス軍に随行し，そ
の戦績を写実主義的手法で描いた 58）。国王のプロパガンダ的な作品を制作した
点で，直前のパノラマ館への言及と結びつく。語り手はこの画家に典型的な描
き方を喚起しているのであり，特定の作品が想定されているわけではない 59）。
重要なのは，ヴァン・デル・ムーレンの作品を想起させるような風景の前にい
るときと同様に，このブーローニュの森は，我々が現実世界とは別な論理に
よって支配される小説的な土地にいるかのような錯覚を抱かせるという点で
ある。
　この一節は，草稿帳「カイエ 48」では以下のように記されていた──「芸術
が，地面，樹木，水のみならず，空，雲の凝集に対しても様式を押し付けてい
るヴェルサイユでそういうことがあるのだが，テラスの高みから大運河の地平
線を眺めると，地平線が〔　〕と同様にゾイデル海にまで達していることに驚
かないし，地平線に沿った街道がサン＝シールの街道であるのと同様に，〔　〕
やナイメーヘンの街道であることにも驚かないのである」 60）。ヴェルサイユの
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テラスから運河の彼方に望まれる土地として，フルーリュスとナイメーヘンで
はなく，ゾイデル海とナイメーヘンが挙げられる。一方で，画家の名はまだ登
場していない。画家の名は，『ゲルマントの方』第 2 部清書原稿で初めて現れる
とともに，当地の風景が出版稿とほぼ同様に描写される。つまりこの段階では

「ヴァン・デル・ムーレンの様式で，〔…〕雲が青空から浮き出して積み重なる
のが周囲に見られる，観測所のようなテラスの高み」という表現が，「フルー
リュス」と「ナイメーヘン」の二都市の名とともに初めて記される 61）。清書原
稿では，ヴェルサイユからオランダ〔およびベルギー〕の都市が見渡されると
いう幻想にかんする記述をいっそう確固たるものにすべく，ヴェルサイユに
所
ゆ か り

縁のある画家の名とその画風についての情報が加筆されたと考えられる 62）。
　ところで，これらベルギーやオランダの都市名はルイ 14 世の戦績を想起させ
る。フルーリュスはベルギーの一都市であり，1690 年に戦闘が行われた地であ
る。フランスは 1688 年に，アウグスブルク同盟に対して宣戦布告し，プファル
ツ選帝侯領とラインラントに侵攻した。フルーリュスは，リュクサンブール元
帥（1628-1695）が 1690 年に同盟軍に勝利した地である。いっぽう，ナイメー
ヘンはオランダ東部の都市である。ルイ 14 世率いるフランス王国は，1672 年
にオランダに宣戦布告，同年にテュレンヌ元帥（1611-1675）がこの町を占領す
る。元帥はこの戦争で命を落とすことになるが，ナイメーヘンの地で講和条約

（1678-1679）が結ばれ，フランスはスペインからフランシュ＝コンテ地方を領
土として獲得した。ヴェルサイユから望まれる想像上の視界のなかにこの 2 都
市が含まれるのは，ルイ 14 世の治世に対する懐旧の情および，運河および周囲
の平坦な地勢によるものであろう。また，ブーローニュの森とヴェルサイユ庭
園の間の連関が意識されることで，ブーローニュの森のみならずヴェルサイユ
にも逢引の期待や失望にともなう憂愁を湛えた土地であるというイメージが付
加されることになるのではないか。
　では，ヴェルサイユ庭園そのものはどのように描かれるのか。ヴェルサイユ
は『囚われの女』では，アルベルチーヌが，語り手の運転士の監視のうえで訪
れる目的地として描かれる。しかし彼女は現地では監視の眼を逃れ，自由奔放
に歩き回る。しばらく後に語り手が運転士に話しかけると，気の利く運転士は
実はさりげなく彼女の後を付けていたことが分かる。彼によると，アルベルチー
ヌはまず街を見物したあとで，「レゼルヴォワールから宮殿に，宮殿から両トリ
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アノンに」行ったという 63）。その間
かん

，彼女は運転手の存在を察することがなく，
また自身が注目の的であることにも気づかず，宮殿では「常にガイドを見ては，
絵画に目を向けていた」と報告される。語り手は言う──「じじつ，散策した
その日にアルベルチーヌが私宛に送ったのは，一枚は宮殿，もう一枚はトリア
ノンの「絵葉書」だった」 64）。後に語り手は，運転手の報告は真実なのだろう
かと思い返し，次のように推理する──

ある種の彫像の愛好者である洗練された者や，馬車軌道鉄道の停車場やシャンティエ
駅の眺めを選ぶような愚か者でなければ，ヴェルサイユから，宮殿や両トリアノン以
外に，あなたに宛ててどのような絵葉書を送るだろうか。 65）

語り手は，運転士の報告と，アルベルチーヌが宮殿とトリアノンの絵葉書を送っ
てきたこととが相矛盾しないことを確認しているのである。ヴェルサイユを訪
れた者がするもっともらしい行為である以上，彼女がヴェルサイユを訪れると
いう口実で，同性愛の相手と逢引のために他所の場所を訪れた可能性は低い。
したがって，彼女に自分を欺こうとする意志はない。そう考えることで，語り
手は精神の安定を得ようとする 66）。しかしこの仮説は覆される。第 6 篇『消え
去ったアルベルチーヌ』で，彼はアンドレから「アルベルチーヌは田舎でする
のが好きだった」と告げられる。その「田舎」とは，具体的には「ビュット＝
ショーモン公園」と「プチ・トリアノンのグロット」だとアンドレは告げるの
である 67）。この地が逢引の場であったことが明らかになり，語り手は絶望の底
に突き落とされる。
　また同じ第 6 篇には，ヴェルサイユ庭園の情景がアルベルチーヌの同性愛の
疑いをめぐる回想の場面のなかに比喩として盛り込まれる一節がある。語り手
は，アルベルチーヌが落馬事故で亡くなったトゥーレーヌにバルベックのレス
トランの元給仕頭エメを送り，アルベルチーヌにかんする情報を集めさせる。
エメは，ある洗濯屋の娘が，アルベルチーヌと少女たちがロワール川のほとり
に集って水浴びをした後に，木立の間で愛撫し合うことがあったと報告する。
　語り手の脳裏には，こうした逢引きの場面の背景たるべき「草木が生い茂る
なかに女性たちのいるエルスチールの絵画」の情景が蘇る。この絵画の内容は
以下の通り──「アルベルチーヌが洗濯屋の娘に対して片足を差し向けたであ
ろうように，少女の一人が足を上げている。その少女は，もう片方の足で，相
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手の少女を押しやるが，その少女は太腿を持ち上げ陽気に抵抗する。足は青い
水のなかに浸されている」 68）。語り手はアルベルチーヌの性的嗜好が明るみに
なったことに打ちひしがれると同時に，女性の裸体美を芸術作品と結びつける
のである。ところで，吉川一義訳『消え去ったアルベルチーヌ』（岩波文庫）の
図版解説では，この箇所のエルスチール作品のモデルとして，ルノワールの《大
水浴》（1887 年，フィラデルフィア美術館）が挙げられている 69）。この作品で
は，エルスチールの作品と同様に，ひとりの娘が片足を持ち上げ，もう一方の
足で別の娘を水のなかへ押しやろうとしている。その少女はまた，作中の画家
の作品と同じく太腿を持ち上げ抵抗する。足は青い水のなかに浸かっているわ
けではないが，画面上で青い水の方角に差し出されている。つまり，プルース
トの描写と符合する部分が多いのである。アルベルチーヌと同定されるのはこ
の太腿を上げた娘のほうであり，語り手は，アルベルチーヌがベッドで太腿を
上げたとき，エルスチールの本作品を思い浮かべたという 70）。
　また彼は，かつてバルベックの断崖の上で，アルベルチーヌをはじめ娘たち
の集団の姿を見たことを以下のように回想する──

今や私が見たのは，アルベルチーヌが洗濯屋の娘や女友達と隣り合う姿である。私が
バルベックで彼女の友人たちの中央にいた頃に大いに愛したあの集団が再び形作られ
たかのようであった。私がもし美だけを繊細に感じ取ることができる愛好家であった
なら，アルベルチーヌが，女神たちの裸体像が構成要素となっているのよりもはるか
に美しい集団を再び形作っているのを認めたことだろう。このような裸体像は，偉大
な彫刻家たちが，ヴェルサイユの木立の下や水盤のなかなどあちこちに配置し，水の
流れの愛撫を受けて体を洗ったり，磨いたりさせているものである。今やアルベルチー
ヌは洗濯屋の娘と隣り合い，バルベックで私にとってそうであったよりもはるかに海
辺の娘であるように見えた。彼女たちは大理石の二体の女性裸体像となって，蒸し暑
い時分に植物に囲まれ，水浴を描いた浅浮彫のように水に浸っていた。 71）

ここで語り手は「愛好家」の立場を借り，バルベックの少女たちをヴェルサイ
ユ庭園の女神の彫刻群に結びつける。アルベルチーヌを含むバルベックの少女
たちは，ヴェルサイユ庭園の「木立の下や水盤のなか」の女性裸体像に喩えら
れる。上述の吉川一義訳『消え去ったアルベルチーヌ』の図版解説では，フラ
ンソワ・ジラルドン（1628-1715）が制作した浅浮彫《ディアナのニンフたちの
水浴》（1679 年）への言及がなされている 72）。この浅浮彫は，ヴェルサイユ庭
園の北花壇の「ピラミッドの泉」の北に隣接した方形の池「ディアナとニンフ
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の池」の南側の壁の水際に設置されたものであり，上述のルノワールの《大水
浴》（1887 年，フィラデルフィア美術館）の発想源のひとつでもあった 73）。
　このエピソードを小説の文脈のなかで捉え直そう。つまり，この浅浮彫はア
ルベルチーヌと洗濯屋の娘との関係を暗示させるものであり，その舞台はロ
ワール川沿いである。しかし既に述べたように『囚われの女』でアルベルチー
ヌはヴェルサイユを自由に散策する。また，『消え去ったアルベルチーヌ』で
は，トリアノンのグロットが彼女の逢引きの場であったことが仄

ほの

めかされる。
ヴェルサイユ庭園は，小説後半部でアルベルチーヌの逢引の場としての様相を
にわかに帯びることになるのである。
　注目すべきは，語り手自身が作中でヴェルサイユ庭園を訪れる場面がないこ
とだ。『楽しみと日々』の散文詩「ヴェルサイユ」の語り手は，ヴェルサイユ庭
園の内側を散策しながら他の土地との間を夢想によって自在に行き来するのに
対し，『失われた時を求めて』の語り手にとって，この地はアルベルチーヌにま
つわる真実の秘め置かれた場であり，彼はその核心にたどり着くことはできな
い。ルネ・ペテル宛の 1912 年の書簡でプルーストが次のように述べているのは
示唆的である──

あの日は決して戻って来ないのでしょうか〔…〕。あなたはあの年の秋の間じゅう，と
ても善良で私に感じよくしてくださいましたので，ヴェルサイユは，ルナンが心を揺
るがすような記憶の深みから浮上するのを見た，あの呑み込まれてしまった都市イス
のように思われるのでした。 74）

このように，もはやヴェルサイユを訪れることができないという感慨が作品に
取り込まれ，海底に永遠の没した都市イスのように，到達不可能な土地のイメー
ジを形成したと言えるのではないだろうか。

結　語

　ヴェルサイユ庭園は，整形庭園の代表例として，幾何学的な秩序を重んじ， 
人工的で反自然的な様式によって知られる。『失われた時を求めて』の構造が左
右対称構造を持つ庭園に対応するという見方はありえよう。しかし本稿では，
庭園が時間の経過を意図することなる表現している点を強調したい。エリ＝
ジョゼフ・ボワ（1878-1941）が行ったインタビューのなかで，プルーストはあ
らためてヴェルサイユのイメージを持ち出す──
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私は，時間の不可視の実体だけを取り出そうとしました。しかしそのためには経験が
持続できていなければなりませんでした。私が著作の末尾で望んでいるのは，何ら重
要ではないささいな社交上の事件や，第 1 巻では大きく異なる世界に属した 2 人の人
物の間のある結婚が時間というものが経過したことを示し，時間がエメラルド色の鞘
のなかに収めた，ヴェルサイユの古色を帯びたあの鉛の美しさを帯びることです。 75）

「鉛」とはヴェルサイユ宮殿の水盤などの彫刻の材質を指す。これらの美しさが
「古色」を帯びたときにもたらされる詩的な印象が時間の経過を示すという。つ
まり，ヴェルサイユ庭園が意義を持つのは，その空間的な広がりや空間内にお
ける幾何学的な構成よりもむしろ，鉛の古色によって示される時間の経過が作
品中での時間の経過の比喩として用いられているからではないか。さらに，「古
色をおびたあの鉛」という表現は，ノラックの著作『ヴェルサイユの庭園』

（1913 年）で，上述のジラルドン制作の浅浮彫《ディアナのニンフたちの水浴》
を形容するうえでも用いられている──

主題は古代の浅浮彫から得たものかも知れない。清らかなる裸体の 11 人のニンフが川
岸の水のなかではしゃぎ回っている。古色を帯びた鉛は風景を活気付ける色合いであ
る。太陽は地平を黄金色に輝かせている。空と水面は青く，肌はバラ色を呈し，海辺
の植物は深緑色に見える。この情景の前に透明な水の層が広がると，肉体は銀色の輝
きの下で震えるかのようだ。絵画のように彩りを与えられたこの作品は大理石と同様
に軽快である。花盛りの葦の間で水に身を委ねる若い少女たちの詩でもある。 76）

ノラックによると，時の経過を如実に表す「古色を帯びた鉛」という徴
しるし

を獲得
することによって風景は生命を得ている。プルーストは小説中でこの浅浮彫作
品についても，ノラックの著作についても直接的に語ることはない。また既に
述べたように，ヴェルサイユ庭園の鉛の彫刻の保存や修復の問題について証言
したかどうかは不明である。しかしこの浅浮彫彫刻のイメージは，アルベルチー
ヌの逢引の疑惑がもたらすトラウマ的記憶を芸術作品として再生させる隠れた
要素のひとつと見做せるのではないか。『失われた時を求めて』では，物語が進
行し，時間的な厚みを獲得するにつれて，語り手が苦悩を語る行間から，「古色
を帯びた鉛」の輝きが時に立ち現われてくると言えるのではあるまいか。
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